
在宅避難

地域防災拠点
で避難生活
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介護などでプライバシーの確保が
必要な人が使用します。

総務課
（３階305窓口）

で配布

総務課
（３階305窓口）

で配布

広報相談係
（１階101窓口）

で配布

広報相談係
（１階101窓口）

で配布

生活衛生課
（３階314窓口）

で配布

生活衛生課
（３階314窓口）

で配布

建物倒壊など、自宅に住むことができなく
なった住民が避難生活をします。

避難所避難所

地域防災拠点には物資や情報が集まります。
集まった物資や避難生活に必要な情報
（安否情報、ライフライン情報など）は、避難
者はもちろん在宅避難者も受け取ることが
できます。

物資配布・情報受伝達拠点物資配布・情報受伝達拠点

防災備蓄庫には、食料や水のほか、毛布・トイ
レパックなどの生活に必要な資機材がありま
す。備蓄物資には限りがあるので、避難する
ときは、各自備蓄している食料などを持って
いきましょう。

食料・飲料水・資機材などの備蓄食料・飲料水・資機材などの備蓄

防災備蓄庫内の救助資機材
（バール・のこぎり・担架など）を活用して、
住民の皆さんで救出救護活動を行います。

住民による救出・救護活動拠点住民による救出・救護活動拠点

自宅建物に火災や倒壊の危険がないときに
は、地域防災拠点に行く必要はありません。
普段と変わらない生活を送れるように、日頃
から備えましょう。食料や生活用品の備蓄の
目安は、最低３日分、目標１週間分です。

お住まいの地域ごとに地域防災拠点
（避難所）が指定されています。
生活・防災マップで確認しましょう。
快適な避難生活のためには、避難者全員の
協力が必要です。

発災前から震災発生後の避難生
活に至るまでの対策をまとめた
冊子です。
区民必携ですのでぜひご確認く
ださい。

お住まいの地域の地域防災拠点
を確認することができます。
そのほかに広域避難場所、給水
所などの防災情報を掲載してい
ます。

災害が起きた時は、人だけでな
くペットも被災します。
いざというときに慌てないため
にも、日頃から準備しておきま
しょう。

１ｍ
以上
あけ
る

※イラストは避難所のイメージのため、実際とは異なる場合があります。

特 集

 地域防災拠点 地域防災拠点

危機管理担当
800 - 2 3 0 9
8 0 0 - 2 5 0 5

大地震
発生 倒壊等により自宅で生活できない

自宅で生活できる

地域防災拠点とは？地域防災拠点とは？ 地域防災拠点は、市内のどこか１か所で震度５強以上の地震が発生した場合に開設します。区内では公立学校23か所（県立横浜ひなたやま支援学校を含む）を指定しています。

必見

男性優先スペース

男性用更衣室

ペット避難スペース

掲示板

一般受付
女性優先スペース

女性用更衣室

日用品などの物資は
体育館などに集め、
女性用品は女性が配布
するように配慮します。

物資集積スペース

防災備蓄庫
横浜市防災備蓄庫

介護や介助が必要な
人のスペース

パーテーション

一般世帯スペース

もしもにそなえよう 生活・防災マップ 災害時のペット対策

一時飼育場所をあらか
じめ決めます。ケージや
ペットフードは飼い主が
準備します。

段ボールベッド
(囲い付）

発熱者や健康不良者専用の
受付です。症状に応じて専用
の避難スペースに誘導します。

学校のトイレが利用できない
場合に使用します。

仮設トイレ

感染症対策のため、
検温や健康状態の
確認を行います。

検温 体調不良者受付

役割
その2

役割
その1

役割
その4

役割
その3
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